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1．はじめに  
近年の急激な都市化，市街化により淡水魚類の生息

場は劣化し，その生息数も減少傾向にある．その中で

もコイ科タナゴ亜科魚類は絶滅の危険性が極めて高く

ほぼすべての種・亜種がレッドリストに掲載されてい

る．日本では 3 属 11 種・亜種のタナゴ亜科の生息が確

認されており 1），九州には在来種として 6 種（ニッポ

ンバラタナゴ，セボシタビラ，カゼトゲタナゴ，カネ

ヒラ，ヤリタナゴ，アブラボテ）のタナゴ亜科が生息

している．熊本県境川には九州の在来種すべての生息

が確認されているが 2），過去の氾濫被害を受け，現在，

河川改修が計画されている．タナゴ亜科が存続できる

ような川づくりを行うには，タナゴ亜科の生息実態を

明らかにすることが重要であり，その中でも特に生息

を規定する環境要因を把握することは必須である 3）．

タナゴ亜科の生息環境要因を把握するためのモデル化

の既往研究は，茨城県霞ヶ浦や熊本県緑川などで行わ

れている 3）4）．しかし，特定のエリアで構築されたモ

デルを他の河川に当てはめることはできず 5），そのモ

デルをそのまま境川の河川改修計画案の検討に用いる

ことはできない．境川においてはタナゴ稚魚のモデル

化はなされているが成魚のモデル化はまだ行われてい

ない 1）．そこで本研究では熊本県境川においてタナゴ

亜科の成魚を対象として，タナゴ亜科が存続できるよ

うな川づくりの基礎知見を得ることを目的に生息モデ

ルの構築をする．さらに，生息環境要因把握のため，

構築されたモデルを用いて河川改修案の検討をする． 

2．対象河川 
 熊本県玉名市を流れる境川は流域面積 11.8km2，流

路延長が 7.3km の二級河川である（図-1）．現在，河

口から 4~5.1km（延長 1.1km）の区間を対象とした河川

整備計画が立案されており，現在の計画では蛇行区間

に新たに捷水路を設け，さらに蛇行区間より上流部の

区間は川幅を拡幅することで最大流量を増加させる改

修が計画されている． 
3．方法 
3．1 現地調査 
 魚類調査及び環境調査を 2015 年 10，12 月に実施し

た．調査地点は瀬淵スケールのハビタット（早瀬，平 
瀬，淵，よどみ，トロ）を対象に 1 地点とし，感潮域

上端から上流の改修区間を含めた約 5km の間に 69 地 
点設定した．ただし植生の繁茂状況や水際部の形状の

違いなど明らかに環境の違う場合は複数地点設定した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
魚類はエレクトロフィッシャーとタモ網を用いて採捕

し，その場で同定と計数を行った．環境調査は，ハビ

タットの中央に測線を設定し約 0.5m ごとに水深，流速，

河床材料を計測した．河床材料は 50cm コドラートを

用いて表面の河床材料を 2mm 以下の粒径を砂，2mm
～4 mm を細礫，4 mm～64 mm を中礫，64 mm～256 mm
を大礫，256mm 以上を巨礫として目視により 5%ピッ

チで読みとり記録した．併せて，水面幅，縦断長さの

計測し，植生（抽水植物，沈水植物，浮葉植物）の繁

茂状況を目視により調査地点の水表面がどの程度カバ

ーされているかを 5％ピッチで読みとり記録した．縦

断長さが水面幅を超える場合は，水面幅の約半分の距

離で等間隔に測線を追加した． 
3．2 モデル化 
 タナゴ成魚の生息環境要因の解明のため一般化線形

モデル（GLM）を用いて解析を行った．GLM では目

的変数としてタナゴ成魚の在，不在（1/0）とし二項分

布に従うと仮定した．説明変数は各調査地点における

流速，水深，川幅水面比，河床勾配，ハビタット（A-E
の因子型の変数），抽水植物の割合，沈水植物の割合，

浮葉植物の割合とした．川幅は 2014 年に実施された

境川調査で得られたデータを用いた． GLM で用いた

説明変数に関しては事前にすべての組み合わせで相関

係数の絶対値が 0.7 未満であることを確認し，多重共

線性がないことを確認した．水面幅，川幅は河床勾配

と強い相関がみられたため説明変数には組み込まなか

った．ベストモデルの選択は，赤池情報量基準（AIC）
を基準とし最も小さい値をとるモデルをベストモデル

とした．また，作成したモデルの精度を検証するため，

ROC 曲線を用いて ROC 曲線下面積（AUC：area under 
the curve）を求め，モデルの当てはまりの良さを検討し

た． これまでの境川における研究からタナゴ亜科の生

息に関与があると示唆される沈水植物，抽水植物につ

 
図-1 対象河川 



いても目的変数を在，不在として GLM によりモデル

化を行った． 
3．2 河川改修案の検討 
 現在の河川改修案を対象に iRICver2.2 を用いて平常

時の流量（0.35m3/s）の河川シミュレーションを行い，

構築されたベストモデルを用いて出現確率を算出し，

GIS により平面図化し，タナゴ成魚の生息場評価を行

った． 
4．結果及び考察 
 魚類調査の結果，全地 69 点のうちタナゴ成魚は 19
地点（ヤリタナゴ：11 地点，カゼトゲタナゴ：9 地点，

カネヒラ：7 地点，ニッポンバラタナゴ：2 地点）で確

認された．しかしながら，タナゴ亜科の成魚 4 種の確

認地点における流速，水深（図-2）に有意な差が認め

られず（流速：one-way ANOVA，p＝0.994，水深：one-way 
ANOVA，p＝0.315），種ごとのハビタットに有意な差

は認められなかった（Pearson's chi-square test，p＝0.827）．
そのため止水性のニッポンバラタナゴを除いた流水性

のタナゴ 3 種をまとめて流水性タナゴ成魚として解析

を進めていく．表-1 に GLM による流水性タナゴ成魚

のモデル選択の結果を示す．ベストモデルの AUC は

0.7 以上で流水性タナゴ成魚の出現を説明していると

判断できる．生息環境要因として流速（cm/s），水深（cm），

抽水植物の割合（%），沈水植物の割合（%）が選択さ

れ，流速が負の回帰係数，水深と抽水，沈水植物の割

合が正の回帰係数を示した．タナゴ亜科は遮蔽に関す

る因子に対して好選性あることが報告されており今回

の結果はその報告と一致している 6）．また，境川のタ

ナゴ稚魚のモデル化の既往研究では流速と河床勾配が

負の回帰係数，沈水植物の割合が正の回帰係数を示し

ている 1）．成魚と稚魚のモデルを比較すると成魚で水

深が選択されているのは体高が大きいため稚魚よりも

水深の影響を強く受けるため，また捕食者から狙われ

にくくなるため水深の深い場所にいたと考えられる． 
改修案の評価を行う際，流水性タナゴ成魚のモデル

で要因に選択された抽水・沈水植物の割合はそれぞれ

構築されたモデルを用いて出現確率を算出し，その値

を内注した．現在の河川計画案における流水性タナゴ

成魚の出現確率予測を行った結果，現状の河川改修案

では出現確率は極めて低くなることがわかった（図-3）． 
5．まとめ 
熊本県境川では，河川改修が計画されているが多く

の種のタナゴ亜科の生息が確認されており，タナゴ亜

科が存続できるような川づくりを行う必要がある．本

研究ではタナゴ亜科の成魚を対象として，生息に必要 
な環境要因を明らかにするために一般化線系モデルを 
用いて生息モデルを構築した．その結果，流水性タナ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
ゴ成魚の生息モデルが構築され，流速，水深，抽水植

物の割合，沈水植物の割合が要因として選択された．

また，得られた結果を用いて河川改修案の検討を行っ

た．今後は止水性のタナゴにも配慮しながらこれまで

構築されたモデルを用いて河川改修案の検討し，より

出現確率の高い改修案の立案をする予定である． 
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表-1 モデル選択の結果 

 
 

 
図-2 タナゴ成魚確認地点の流速と水深の平均と標準偏差 

 
 
図-3 出現確率予測マップ 
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